
紹

介

第
二
∴
丁
山
ハ
巻
　
　
第
q
瓢
難
脳
　
　
　
瓢
…
轟
ハ
一
一

薫
蹴
四
頁
、
第
瓢
灘
は
繊
七
八
貰
、
醗
謝
は
太
勧
よ
り
幽
囚
ま
で
、
後
藩
は

階
囚
よ
り
紀
元
｝
磁
胤
鷹
葬
迄
が
念
ま
れ
て
居
る
。

　
親
鹿
に
於
て
從
來
の
基
轡
教
の
解
羅
に
…
耕
し
て
多
く
の
人
々
の
不
講
が
石

る
と
考
へ
ら
れ
る
Q
從
っ
て
塞
爆
弾
に
験
し
て
、
殊
に
、
斯
の
教
が
初
め
て

無
道
さ
れ
た
當
時
に
就
い
て
の
研
究
は
大
に
起
り
つ
』
あ
る
こ
と
は
周
知
の

癖
實
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
併
し
、
イ
ス
ワ
ェ
ル
民
族
の
通
史
に
就
て
見
る
と
き
に
、
瀞
の
選
民
た
る

意
昧
に
於
て
特
殊
の
　
取
扱
ひ
が
、
未
だ
充
分
に
除
去
さ
れ
て
履
な
い
や
う
考

へ
ら
れ
る
Q
本
書
が
、
イ
夙
ラ
エ
ル
民
旋
を
説
く
に
當
っ
て
、
絶
え
ず
、
彼

等
の
煽
開
に
注
意
を
彿
ひ
つ
㌦
歩
が
進
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
範
隔
が
屡
々
弘
き
に
失
す
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
程
で
あ

る
．
▽
序
蕊
鯛
に
用
脚
て
、
　
パ
ビ
μ
ソ
、
　
ア
ッ
シ
リ
ア
、
埃
及
々
儲
説
善
㌔
、
更
に
ア
一
、

ル
ナ
時
代
よ
り
、
當
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
磯
る
こ
と
に
し
て
居
る
○
叉
考
古

學
的
立
場
を
も
併
せ
と
り
、
獲
糎
嗣
に
よ
る
史
料
を
も
瞼
調
製
し
た
る
後
、
太
交

に
人
っ
て
居
る
、
財
斯
く
し
て
、
宛
然
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
を
中
心
と
し
て
見

た
る
古
代
東
方
史
と
も
謂
ひ
得
ら
れ
る
。

　
從
っ
て
、
本
文
に
於
て
も
、
絶
え
ず
栂
融
一
と
接
麟
を
保
ち
て
居
る
姿
を
窺

ひ
得
ら
れ
る
事
は
、
や
が
て
、
強
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
を
選
民
と
の
み

見
な
い
で
、
癬
ず
ろ
嗣
園
【
に
影
焦
目
を
授
受
す
る
宥
様
を
肯
き
得
ら
れ
る
。

　
ア
ケ
メ
ネ
ス
王
朝
の
波
斯
と
交
渉
を
持
ち
、
ア
レ
ク
琉
ソ
ド
・
ス
大
王
及

び
そ
の
後
詩
聖
消
の
有
し
た
る
κ
布
…
繊
文
化
の
三
門
潮
…
を
如
置
目
”
』
滞
る
か
に
就
｝
い
て

亀
承
駿
に
富
む
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
殊
に
重
購
と
し
て
擬
ひ
か
」
つ
て
回
る

羅
馬
の
勢
力
に
逃
し
て
も
、
そ
れ
が
謂
は
れ
る
。
斯
’
く
し
て
、
趣
に
エ
ル
サ

レ
ム
の
陥
落
と
・
な
り
、
隠
畑
鼠
に
ハ
ド
リ
ア
ズ
ス
治
下
に
生
じ
た
、
ア
ェ
リ
ア
・

ヵ
ビ
ト
リ
ナ
の
擁
民
地
の
綱
設
に
紺
凝
す
る
叛
鑑
と
な
り
、
流
弾
薦
以
上
は
落

命
し
、
生
け
る
譜
が
流
浪
の
斑
に
継
る
有
様
を
叙
し
て
居
る
。

　
尤
も
、
長
き
時
代
に
亙
り
、
弛
き
範
溺
に
及
ん
で
譲
る
だ
け
に
、
細
か
に

詮
索
す
る
隠
に
鉄
鮎
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
叉
、
必
ず
し
も
、
最
新
の
義
軍
を

悉
く
網
羅
し
た
苦
心
の
作
と
は
云
へ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
、
難
富
な
る

挿
霊
ぼ
、
懇
切
な
る
叙
逃
を
生
か
し
て
屠
る
と
云
ひ
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
殿
米
の
學
齎
の
多
く
の
努
力
に
俵
っ
て
、
種
々
な
．
る
獲
見
が
な
さ
れ
た
。

今
後
も
こ
の
無
漏
・
に
於
て
、
幾
多
の
研
究
が
積
ま
れ
る
こ
ど
で
あ
ら
う
。
し

か
も
、
東
方
の
姿
を
再
訴
…
難
ず
る
こ
と
が
我
々
に
與
へ
ら
れ
た
課
題
と
す
る

な
ら
ば
、
臨
臥
米
の
斯
界
の
灌
威
の
力
作
を
よ
く
理
論
す
る
上
か
ら
し
て
も
、

末
書
の
如
き
に
擦
っ
て
一
先
づ
墓
．
礎
．
工
作
を
な
す
こ
と
は
決
し
て
無
意
義
で

は
な
い
叉
通
史
と
し
て
観
る
に
於
て
更
に
そ
の
檀
値
を
有
す
る
も
の
か
と
信

ぜ
ら
れ
る
“
〔
岡
島
誠
太
郎
）

地
理
論
叢
第
十
【
輯
盛
紀
二
千
六
百
年
記
念
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
閣
大
境
地
理
二
恩
窯
編

　
時
代
の
転
換
の
申
・
に
あ
っ
て
、
地
理
墨
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
㌦
ば
認
め

ら
れ
る
程
、
自
己
の
無
力
を
味
は
ね
ば
な
ら
ぬ
地
理
鍛
捷
は
、
薪
ら
し
い
地

理
墨
の
建
設
に
必
死
の
努
力
を
於
け
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
新

漉
霧
笛
の
建
属
朕
は
坦
々
た
る
大
道
を
歩
む
様
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
に
踏
み
ま
よ
っ
た
鎌
入
に
も
比
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
．
ワ

　
皇
紀
一
一
千
六
胃
年
を
記
念
し
て
、
京
大
地
理
郵
亭
．
室
が
、
斬
壊
理
の
建
設
に

C170＞



挺
身
し
て
回
る
第
一
糠
部
醸
の
卒
業
生
を
動
員
し
、
そ
の
口
叩
の
研
究
の
一

端
を
集
め
て
獲
表
し
た
撰
は
、
誠
に
意
義
あ
る
事
で
あ
り
、
混
沌
た
る
地
理

學
舞
ほ
、
耽
の
書
に
鉄
っ
て
、
｝
つ
の
建
設
の
、
從
っ
て
ま
た
批
判
の
襲
、
騰

的
な
も
の
を
持
っ
た
と
云
ふ
嶺
が
出
立
る
で
あ
ら
う
。

　
棄
二
十
流
篇
は
閂
都
に
分
た
れ
て
漏
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ

る
。小

牧
實
繁

栄
愈
二
郎

野
車
健
…

宮
川
善
造

川
上
健
三

（
じ購
木
地
政
穆
の
主
張

地
理
簗
と
靴
界
鰻

地
理
教
育
我
鶴

覇
湖
國
家
地
理
序
論

資
源
論

　
　
　
三
）

柴
醍
葦
夫
我
順
土
の
地
理
攣
的
省
察

木
村
憲
治
我
國
に
於
け
る
米
子
需
給
關
係

淺
井
得
一
　
郭
㏄
入
の
層
瀬
候
適
総
心
性
に
就
い
て

村
木
蓬
郷
　
既
望
疾
病
地
理
摩
序
論

瀧
本
貞
…
　
堰
理
的
環
境
と
し
て
の
衣
食
住

L
嚢
田
亮
　
近
縫
諸
家
に
詐
る
興
亜
思
惣

蜜
賀
儒
夫
　
近
世
蝦
夷
地
閉
獲
論
の
地
理
面
的
観
角

辻
田
宕
左
男
書
誌
松
陰
と
國
防
地
理
墨

藤
瞬
元
春
佐
藤
政
養
鯉
箆
と
典
馳
國

野
間

郎
yLl

t．T．．
明

治
時
．代

と

人
穂
開
題

瀦
熟
議
憲

吉
出
敬
一

別
技
篤
彦

小
野
鐵
二

巾
江
健

屠
中
秀
作

島
之
央

溝
～
脚
、
訴
　
　
レ
ど
笥

墨
冠
む
　

濫

岩
根
保
電

鋼
子
柴
毒
一

　
A
霧
耽
礎
で
既
等
の
論
点
父
を
一
々
紹
介
す
る
簸
裕
が
な
い
け
れ
ど
も
、
蛇
等

の
論
文
の
全
幣
…
を
通
じ
て
、
　
一
つ
の
方
晦
を
認
め
る
事
の
出
一
町
る
の
は
、
諜
〔

欝
に
喜
ぶ
べ
き
事
と
…
冨
は
ね
ば
な
粥
な
い
。
こ
れ
よ
り
勲
ケ
珂
萌
に
獲
表
さ

れ
た
小
牧
教
授
の
【
，
日
本
地
政
學
宣
晶
篶
」
と
併
せ
考
へ
る
時
、
京
糧
帝
火
地
理

穆
教
鍵
が
そ
の
甦
む
遊
を
朋
確
に
把
握
し
た
事
癒
知
り
慰
る
の
で
あ
る
、
次

に
獲
表
せ
ら
れ
る
も
の
に
大
き
な
期
待
を
持
ち
つ
臨
、
そ
の
健
繍
を
断
る
次

第
で
あ
る
。

　
皇
紀
二
千
六
石
年
に
…
聞
に
合
す
爲
か
、
較
毘
が
不
充
分
な
の
は
言
掛
の
儂

値
を
い
さ
脳
か
…
揚
つ
け
て
残
念
で
あ
る
○

　
ハ
古
A
㌣
澱
ほ
院
嚇
披
背
、
　
翫
ゐ
ハ
○
貰
、
　
菊
版
完
脇
夙
烈
圓
灘
検
豊
島
▽
（
川
し
ふ
喜
爪
代
履
剛
）

　
　
　
國
更
警
潔
集
影
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
蕪
雑
館
編
纂

道
路
と
開
籏

日
支
交
通
史
よ
り
見
た
る
胤
熱
帯
戸
列
島

詩
律
と
陰
欝
と
に
環
は
れ
た
風
土
的
性
格

米
國
の
西
蓬
一
東
距
纏
濟
繭
と
闘
聯
し
て

臼
瀟
実
ブ
“
ッ
ク
内
の
砂
糖
の
需
絵
（
櫻
…
報
）

東
邊
蓮
開
獲
の
地
蝿
的
意
義

滴
湖
園
の
道
路
璽
と
聚
落
魏

備
給
關
係
よ
り
見
た
る
北
支
（
蒙
鐙
）
炭
の
特
殊
性

支
郡
ト
ル
キ
ス
ダ
ソ
の
政
治
」
的
糠
鋸
旭

　
英
領
西
太
帯
洋
諸
島
に
於
る
…
準
　
栽
培
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介
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